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各教科等における「主体的・対話的で
深い学び」を行う児童・生徒の姿とは

児童の学びの写真をいれる
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拠点校としての具体的な取組内容

１）主体的・対話的で深い学びを行う具体的な
児童・生徒の姿を設定し，その姿を追うことを
通して学習・指導方法の在り方を明らかにする。

２）小中９年間で育成を目指す資質・能力（各
教科等，汎用的）を設定し，各発達段階で身に
付けるべき力やそれに応じた学習・指導方法
を整理し，教育課程を改善する。
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「具体的な学びの姿」の設定
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小学校「授業の流れ」

１ 問いを見いだして，問いに対して情報を収集する。

２ 収集した情報を既習の知識と結び付け，自分の出発点となる考えを創る。

３ 自分や他者の考えを比較し，関連付ける。

４ 複数の考えを統合し，よりよい解や知識，モデルを発見，構成する。

５ よりよい解や知識を適用し，次の問いや仮説等を見つける。

中学校「課題解決の学習過程モデル」
１ めあてをもつ

２ 学習の見通しをもつ

３ 必要な知識・技能を身に付ける

４ 共同・協働的な学びを行う

５ 見直し・修正を図る

６ 振り返る

「課題解決的な学習過程」モデルの設定
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「課題解決的な学習過程」モデルの設定
課 題 解 決 の 学 習 過 程

導 入 展 開 展 望

動機づけ 方向づけ 内化 外化 批評 統制

めあてを
もつ

学習の見通し
をもつ

必要な知識・
技能を身に付

ける

協同的な学び
を行う

見直し・修正
を図る

振り返る

単元または
本時におい
て，「学ぶ
内容」・
「学び
方」・「身
に付けたい
資質・能
力」を生徒
と教師の双
方が共有す
るもの

めあてを受
けて，課題
解決に向け
た手順・形
態・時間等
の計画をも
つこと

課題解決に
必要な知識
や技能の習
得を図るこ
と

習得した知
識や技能を
互いに適用
させて，課
題解決を試
みること

共同・協働
的な学びを
踏まえて，
自分の意見
や作品，技
等のパ
フォーマン
スをよりよ
く修正する
こと

「単元の目
標」または
「めあて」
を基に，自
分自身の学
びや学び方
をメタ認知
し，次への
学びや自己
調整につな
げていくこ
と
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学びの姿をみるシート（中学校例）

本時に期待する具体的な生徒の姿を
記述

単元で働かせたい見方・考え方も含めて
期待する具体的な生徒の姿を記述
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学びの姿をみるシート（小学校例）
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生徒振り返りシート（中学校例）
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中３：保健体育（体育理論）における生徒の振り返りの例

単元を貫く問い 「文化としてのスポーツの意義とは何か」
（豊かな生活を送るためにスポーツとどのように関わればよいか）

「する」が健康増進にもつな
がる一番いい方法だと思って
いたが，意見交換で好きなス
ポーツを「みる」ことで元気が
出る人がいた。

「する」以外の具体的な関わりを
聞いて，いろいろな考え方があっ
て面白いと思った。視野を広げて
スポーツと生活の関係を知りたい
と思った。 9



小中９年間の学びの資質・能力デザイン
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育成を目指す汎用的な資質・能力
思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

◇ 目的に応じたよりよい考えを見出すために，観点を基に比較したり関連付けたりするなど情報を操

作する力

⇒ 個人で意見を構築したり，協議を目的とした話し合いをしたりする際に必要となる力。また，討議を目的とした話し合いの際も，

論点を 明らかにするうえで必要となる力。

◇ 課題をよりよく解決するために，話し合う目的や方法，条件等を理解した上でコミュニケーション

を図る力

⇒ 「主体的・対話的で深い学び」の「対話的」に関わる力。何のために話し合うのかを，参加者全員が理解した上で行う必要がある

ところから必要となる力。共同・協働するためにも必要となる力。

◇ 互いの考えをよりよく伝え合うために，目的に応じて説明する力

⇒ 話し合い（班での意見交換・ディベート等）の場面で，個人の意見を的確に他者に伝える力。話し合う際の材料となる個人の意見

を，他者に確実に伝える力でもある。また，話し合いが進展する中で，他者の意見を材料に，さらなる個人の意見を的確に伝える力。

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

◇ 積極的に人や社会と関わり，自らの生活や生き方をよりよくしていこうとする態度

⇒ 「社会に開かれた教育課程」の実現も踏まえ，教科の特性に応じて人や社会との接点を見出しながら，よりよい未来社会・個人の

成長を願おうとする態度。

◇ 粘り強く探究し，課題解決を図ろうとする態度

⇒ 次世代リーダーとしてよりよい未来社会・個人の成長を願い，他者と共同・協働しながらよりよい解決策を試行錯誤を経て見出そ

うとする態度。

◇ 課題を見出し解決に向かうとともに，新たな課題をさらに見出す力

⇒ 課題を見出すところから学び始め，その一応の解決を見て学び終わる。そして，その学びの途中や終わりで見出したさらなる課題

を，継続して解決していこうとする力。
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中学校「言語の２０要素」の設定

12



小学校「思考スキル」の設定

実施日 回数 低学年（習得期） 中学年（習熟期） 高学年（活用期） 

5/17 

6/14 

6/21 

9/13 

9/20 

10/11 

11/8 

11/22 

12/13 

1/17 

2/14 

2/21 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

Ａ比較する 

Ａ比較する 

Ａ比較する 

Ｂ関連付ける 

Ｂ関連付ける 

Ｂ関連付ける 

Ｃ理由づける 

Ｃ理由づける 

Ｄ構造化する 

Ｄ構造化する 

Ｅ評価する 

Ｅ評価する 

Ａ比較する 

Ａ比較する 

Ｂ関連付ける 

Ｂ関連付ける 

Ｃ理由づける 

Ｃ理由づける 

Ｄ構造化する 

Ｄ構造化する 

Ｅ評価する 

Ｅ評価する 

Ａ比較する 

Ｂ関連付ける 

Ａ比較する 

Ｂ関連付ける 

Ｃ理由づける 

Ｄ構造化する 

Ｅ評価する 

Ａ比較する 

Ｂ関連付ける 

Ｃ理由づける 

Ｄ構造化する 

Ｅ評価する 

Ａ比較する 

Ｂ関連付ける 

 

➊Ａ比較するＢ関連付けるＣ理由づけるＤ構造
化するＥ評価するを学年の実態に合わせて行う。

❷思考スキルを「知る→使う→使える→活かす」
の４段階で身に付けることができるようにする。

❸この「知る→使う」段階を金曜日の朝の時間
（年間１２回予定）で行う。
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さが❀ひな市にて復興支援の物品販売及びバザー取組

ひな市を振り返ってみて，商品を売ることが
こんなにも楽しく大変なものかと思いました。
また，ボランティアを通して，人の優しさをじ
かに感じることができ，活動に参加して，本
当に良かったです。みんなが大声を出してた
くさん歩き回り，足も痛くなったけど，それ以
上に，完売したときの喜びが凄すぎて，仲間
と飛び上がりました。

参加する前は「めんどくさそう」と思っ
ていたけれど，参加してみて，自分
が誰かの役に立っているという充実
感やチームワークを全力で発揮する
ことができました。来年も参加したい
です。
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小５・小６・中１対象アンケート
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成 果

① 児童・生徒の 「主体的な学び」

「対話的な学び」を評価する簡便

な尺度の開発

② 授業及びカリキュラムの改善
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